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会 期 2018 年 9 月 14 日（金）〜15 日（土）
会 場 シェーンバッハ・サボー（千代田区平河町 2-7-5 TEL：03-3261-8390）
会 長 谷口 真（東京都立神経病院脳神経外科）
コンセプト 「融合」
主 題 1．成人脊柱変形の治療（一部演者指定），2．困難な症例への挑戦（骨粗鬆症・パー

キンソン病に伴う脊柱変形・感染合併他）（症例事前提示 発表者公募），3．低侵襲
手術の光と影，4．合併症 私の対処法

シンポジウム 1．頸椎人工椎間板の現状，2．新技術の臨床導入―どこまで準備すれば社会的
容認の範疇か？

海外招待講演 Mehmet Zileli, M.D.（Ege University Faculty of Medicine）
Prof. Dr. Bernhard Meyer（Direktor der Neurochirurgischen Klinik Techni-
sche Universitat Munchen）

問 合 せ 日本脊椎・脊髄神経手術手技学会事務局
TEL／FAX：03-6804-1044 E-mail：office@jpstss.jp

第 25回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会

日 時 2018 年 9 月 1 日（土） 14：00〜19：00（予定）
会 場 東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井カンファレンス
会 長 松川啓太朗（村山医療センター整形外科）
事 務 局 村山医療センター整形外科 矢内嘉英

Email：wai_wai_okkun_12@yahoo.co.jp

第 11回関東MISt研究会

ご 案 内

脊椎脊髄ジャーナル
覧バックナンバー 特集一

VOL. 27 NO. 1 脊椎脊髄疾患診断のための神経症候
学の基本

NO. 2 ニューロリハビリテーションにおけ
るサイエンス―臨床と研究の進歩

NO. 3 脊椎骨粗鬆症・圧迫骨折に対する治
療戦略―薬物治療を中心に

NO. 4 〔特大号〕脊椎脊髄の科学―基礎と
臨床の進歩Review 2014

NO. 5 髄膜の病態が重要な疾患
NO. 6 頸椎前方徐圧固定術―術式のスタン

ダードと進歩
NO. 7 脊柱管内出血性疾患
NO. 8 痙性対麻痺
NO. 9 脊椎疾患の自然経過と治療選択
NO. 10 胸腰仙椎後方 instrumentationの進歩
NO. 11 嚥下障害の発生メカニズムと治療
NO. 12 脊柱側弯症 up to date

VOL. 28 NO. 1 椎間板と痛み
NO. 2 Spinal dysraphism―最近の知見
NO. 3 ｢偽性局在徴候」からみた脊髄・馬

尾・神経根症状
NO. 4 〔特大号〕 脊椎脊髄の冠名徴候・症

候群
NO. 5 最小侵襲脊椎安定術（MISt）の実際
NO. 6 脊椎脊髄の感染・炎症
NO. 7 臨床現場での脳・脊髄連関
NO. 8 脳脊髄液―どこからどこへ
NO. 9 各種頸椎低侵襲手術の限界と適応
NO. 10 脊髄囊胞性疾患に対する外科治療
NO. 11 首下がり症候群の病態と治療
NO. 12 転移性脊椎腫瘍の包括的治療

VOL. 29 NO. 1 慢性腰痛（非特異的腰痛)
NO. 2 一般内科疾患に伴う脊髄障害
NO. 3 仙腸関節の基礎と臨床
NO. 4 〔特大号〕 脊椎外傷―捻挫から脊髄

損傷まで
NO. 5 さまざまな基礎疾患・病態を有する

症例に対する脊椎固定術

NO. 6 骨癒合の基礎と臨床
NO. 7 脊椎脊髄疾患に対するロボットリハ

ビリテーション
NO. 8 Surferʼs myelopathy とその周辺
NO. 9 脊椎脊髄イメージングの進歩と話題

の疾患
NO. 10 脳脊髄液漏出症の診断と治療
NO. 11 肩こりと後頸部痛の日常臨床
NO. 12 脊髄血管障害―最新の診断と治療

VOL. 30 NO. 1 頸椎後方固定術―適応と手技の変遷
NO. 2 頸椎症の特殊な症候学
NO. 3 C5 麻痺の今
NO. 4 〔特大号〕 高齢者の脊柱変形 Up to

Date
NO. 5 脊椎・脊髄疾患と筋萎縮
NO. 6 脊椎脊髄疾患に関連する痛みのメカ

ニズム
NO. 7 悪性脊椎脊髄腫瘍に対する治療
NO. 8 NMOとMSの最新情報
NO. 9 脊椎・脊髄 MRI のピットフォール

―アーチファクトと偶発所見
NO. 10 側方進入腰椎椎体間固定術（LLIF）

―手術手技，成績，合併症
NO. 11 脊椎手術体位の工夫―周術期合併症

を避けるため
NO. 12 髄内腫瘍の集大成と新しい話題

VOL. 31 NO. 1 脊髄ニューロモデュレーションの現状
NO. 2 脊椎脊髄疾患と間違えられそうに

なった症例・疾患
NO. 3 アスリートの脊椎・脊髄障害

―病態と早期復帰への工夫
NO. 4 〔特大号〕脊椎脊髄手術の安全性を

高める予防と対策
NO. 5 Neuralgic amyotrophy とは
NO. 6 脊髄再生
NO. 7 脊椎脊髄外科におけるモニタリング
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